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平成28年度の取組内容と今後の検討内容(案)について

～ 議題 ～

平成29年（2017年）2月28日

第８回 湖北圏域水害・土砂災害に強い地域づくり協議会

【資料２】

１．平成28年度の取組概要（Ｐ2）

２．河川防災情報WG：検討結果報告（Ｐ３）

（避難勧告等マニュアルの改訂への対応等、中小河川におけるそなえる対策の検討）

３．水害に強い地域づくり計画WG：住民WGの取組状況（Ｐ４～Ｐ８）

（米原市村居田地区、長浜市虎姫地区、長浜市馬上地区、長浜市石道地区）

４．土砂災害に強い地域づくりの取組：出前講座の開催（Ｐ８）

（米原市 日光寺、長浜市立塩津小学校）

5．長浜市・米原市における地域防災力向上の取組（Ｐ９、Ｐ１０）

6．水防災意識社会実現に向けた取組方針の検討（Ｐ１１）

参考資料：湖北圏域河川整備計画の策定と水防法の改正について（Ｐ１２）



■検討概要 湖北圏域水害・土砂災害に強い地域づくりWG

■平成28年度の実施体制
平成27年度までの検討成果及び課題を踏まえ、平成28年度も「水害・土砂災害

に強い地域づくり」を目指して、調査検討や各種WGに取り組んだ。

■平成28年度のおもな実施項目
平成27年度までの検討成果を踏まえ、本年度は以下の検討を実施した。

(1)河川防災情報WG
・米川のそなえる対策の検討（長浜市街地）：米川水位簡易予測モデル（案）改良
・出川の避難判断指標の検討（米原市村居田区）：雨量に基づく避難判断指標検討

・簡易水位計による姉川・高時川・天野川等の水位観測

(2)水害に強い地域づくり住民WG
・米原市村居田地区WG：浸水警戒区域指定の協議、水害に強い地域づくり計画
・長浜市虎姫地区WG：自治会長との協議、出前講座、水害に関する啓発活動
・長浜市馬上地区・石道地区：水害履歴調査、出前講座

(3)土砂災害に強い地域づくり住民WG
・長浜市立塩津小学校、米原市日光寺地区：出前講座

(4)長浜市・米原市における地域防災力向上の取組

・長浜市：防災訓練、避難所資機材・備蓄品の整備、災害図上訓練、出前講座およ
び自主防災組織への補助金交付

・米原市：防災意識啓発、女性消防班編成、総合防災演習、地震･土砂災害避難訓
練、自主防災組織整備促進及び通信システム更新

(5)水防災意識社会実現に向けた取組方針の検討
・国管理河川「水防災意識社会 再構築ビジョン」：県河川への適用検討

■これまでの取組経緯：各年度のおもな検討項目

年
度

実行委員会儀（現担当者会議）

きめ細かい河川情報の提供 広域避難計画に関する検討 自主防災組織の活動強化検討 水害に強い地域づくり計画

H19 ・避難勧告等発令判断支援資料
の検討

・広域的氾濫現象把握
・避難所過不足調査 ・地域防災力調査

H20 ・水位換算表精度向上検討
・経験的危険箇所の危険度把握
手法の検討

・避難所応援協定の検証
＜広域情報伝達訓練＞

・破堤ｼﾅﾘｵに沿った図上訓練

・活動マニュアルの骨子検討
・活動事例の紹介、内容検討

H21 ・整備メニュー検討
・水位関係表、分かりやすい表
示指標、避難勧告等の発令判
断支援の検討

・内水氾濫を考慮した災害図上
訓練の実施

・自治会取組み事例の共有 ・圏域における浸水状況把握
・地域の実情を踏まえた対策
・湖北圏域計画原案作成

１．平成28年度の取組概要

【協議会】
京都大学防災研究所、副市長

琵琶湖河川事務所、県関係機関

【担当者会議】

河川防災情報整備
避難勧告等の
基準見直し

中小河川の
そ なえる対策検討

避難勧告等の発令支援や
水防活動支援に関する検討

【防災情報WG】

行政

馬上地区 醒井地区

虎姫地区WG 村居田地区WG

日光寺、塩津

土砂災害に強い地域づくり計画の検討

【土砂災害に強い地域づくり住民WG】

行政･住民

長浜市・米原市
地域防災力向上の取組み

石道地区WG

水害に 強い地域づくり計画の検討

【水害に強い地域づくり住民 WG 】

行政･住民

H20.7長浜市短時間強雨による水害（大規模な内水氾濫）
湖北2市6町と滋賀県による「広域避難の連携に関する基本協定」締結

滋賀県とNEXCO中日本による「包括的連携協定」締結

年
度

実行委員会儀（現担当者会議） 水害に強い地域づくり住民WG

きめ細かい河川情報の提供

<河川防災情報WG>
広域避難計画に関する検討

<地区別避難計画WG>
自主防災組織の活動強化検討

<自主防災WG> 虎姫地区WG 村居田地区WG

H22 第1回：経験的危険箇所
第2回：簡易量水標位置
第3回：避難判断基準
第4回：避難判断ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

第1回：大井町図上訓練 ・山本地区ワークショップ
（土砂災害ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ）

第1回：意見交換 水害履歴調査
第1回：水害リスク把握
第2回：減災対策効果
第3回：現地踏査等

年
度

河川防災情報WG 水害に強い地域づくり住民WG 土砂災害に強い地域づくり住民WG

きめ細かい河川情報の提供 虎姫地区WG 村居田地区WG 梓河内地区WG

H23 第1回：検討方針協議
第2回：避難判断ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ２
第3回：避難判断ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ３

（大井地区自治会による
避難計画検討）

第1回：取組み内容検討
第2回：避難ルート、まるまちHM、

簡易量水標等の検討
第3回：災害図上訓練
第4回：訓練を踏まえた避難ﾙｰﾄ
第5回：計画（素案）の検討

第1回：防災訓練、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
第2回：検討方針協議
第3回：土砂災害履歴ヒアリング

年
度

河川防災情報WG 水害に強い地域づくり住民WG 土砂砂害 住民WG

きめ細かい河川情報の提供 虎姫地区WG 村居田地区WG びわ地区WG 上丹生地区WG

H24 地区別避難判断基準検討
第1回：長浜市
第2回：米原市

(大井町総合防災訓練) 第1回：成果報告会準備
第2回：成果報告会
第3回：活動とりまとめ

第1回：災害図上訓練 第1回：災害図上訓練
第2回：避難計画案作成

H25 ・出前講座
・防災マップ作成

年
度

河川防災情報WG 水害に強い地域づくり住民WG 土砂砂害 住民WG

きめ細かい河川情報の提供 虎姫地区WG 村居田地区WG その他

H26 避難勧告等の課題整理
第1回：長浜市
第2回：米原市

・虎姫地区説明会
・出前講座
・流域治水条例説明

第1回：流域治水条例説明
第2回：とどめる対策協議
第3回：水害に強い地域づく
り計画に関する意見交換

・上丹生地区防災訓練
・上丹生地区出前講座
・上丹生地区防災ﾏｯﾌﾟ

H27 米原市米川
・水防行動ﾏﾆｭｱﾙ作成
・簡易水位予測ﾂｰﾙ作成

出前講座
大井町､月ヶ瀬､唐国町
田町･酢町､三川町

第4回・第5回
浸水警戒区域案意見交換
第6回・第7回
避難経路、避難カード
第8回：そなえる対策原案

・醒井自治会役員説明
・馬上自治会役員説明
・馬上地区水害履歴調査

・伊吹地区出前講座
・下余呉地区出前講座
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H26.3.31滋賀県流域治水の推進に関する条例（平成26年条例第55号）交付



開催日 会議名 内容

H28.5.23 第1回担当者会議 今後の進め方について共有、水位データ回収開始

H28.7.21 長浜市と打合せ 米川の今後の進め方について

（米川水位予測モデル改良、出川避難判断指標の検討）

H29.2.13 第2回担当者会議 今年度の取組成果と協議会の進め方について共有

米川水位予測モデルについての検討結果報告

出川 避難判断指標についての検討結果報告

H29.2.28 第8回協議会 今年度の検討結果取りまとめ、今後の展開案

２．河川防災情報WG：平成28年度 検討結果報告

長浜市：米川
近年2，3年に1回程度の割合で浸
水被害が発生している米川流域に
おいて、土のう積み等の水防活動の
行動判断を支援することを目的に、
平成27年度に作成した米川水位
簡易予測モデル（案）の改良を検討
した。

【簡易水位計による水位観測】

・平成27年度に簡易水位計設置

⇒比較的大きな出水として３出水の
水位データを取得

【水位予測モデルの改良】

・平成27年度に、長浜雨量観測所
データから水位を予測するツールを
作成

⇒本年度観測した3出水を加え、雨
量～水位関係を改良

【水位予測モデルの改良】

・水位予測ツールに対する意見：

⇒雨量水位関係から夜間・休日に
おける参集の目安を検討。インター
ネットで確認できる雨量データ（10
分、1時間）利用

平成29年度の取組(案)
・簡易水位計による米川
水位の観測を継続
・水位予測ツールの精度向上

米原市：出川
村居田を流れる一級河川出川にお
いて、簡易水位計を設置し、早期か
つ確実な避難の実施に向け、雨量
に基づく避難判断指標を検討した。

【簡易水位計による水位観測】

・H28.7水位計設置、観測開始

⇒比較的大きな出水として３出水の
水位データを取得

【避難判断指標の検討】

・3出水の検証計算（流出計算、不
定流計算）を実施

⇒雨量～水位関係（雨量早見表）
を作成

平成29年度の取組(案)
・簡易水位計による出川水位の
観測を継続
・雨量～水位関係の精度向上

姉川・高時川・天野川
【簡易水位計による水位観測】
・8箇所での水位観測
・観測環境改善のための修繕
(4箇所:土砂詰まり、腐食等)

平成29年度の取組(案)
・危険箇所水位関係表の精度
向上に向け、データ蓄積

赤丸：
H28年の3出水

観測結果

再現結果

出川水位計設置
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米川水位簡易予測ツールの更新



■重点地区での取組

■概要
湖北圏域には長浜市虎姫地区、米原市村居田地区（モデル地区）をはじめとする水害リ

スクの高い重点地区が数多く存在する。

水害リスクが高い重点地区から順次、住民と共に避難計画の検討など“そなえる対策”、
浸水警戒区域を踏まえた安全な住まい方への展開など“とどめる対策”の検討を進め、水
害に強い地域づくり計画の策定を進める。

３．水害・土砂災害に強い地域づくり計画WG 概要

■浸水警戒区域指定の目的

①3ｍ以上浸水する恐れのある区域で、改築および新築される住宅等に避難空間（浸水し
ない居室等）があるか等のチェックを県が行う。

②区域内の既存住宅建替えの場合は、想定水位以上に避難空間を確保する安全な住ま
い方に誘導するため、その費用を一部助成支援する。

■水害・土砂災害に強い地域づくり計画策定の流れ
将来にわたって安全な地域をつくるため、自助と共助をまとめた避難計画を検討する「そなえる

対策」と、2 階に避難 しても命に危険がある区域を「浸水警戒区域」として指定することを踏まえ、
安全な住まい方のルールを検討する 「とどめる対策」の両輪で取組を進める。

200 年確率降雨で 3ｍ以上浸水する恐れのある区域に、家屋があるか開発の見込
みがある県内 50 地区（うち長浜市 25 地区、米原市 2 地区）を重点地区とし、水害
に強い地域づくりの取組を始めることを目的としている。

重点地区位置図
（家屋水没発生確率図）
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３．水害に強い地域づくり計画WG／（１）米原市村居田地区WG／浸水警戒区域に関する取組

H28.9.4：「浸水警戒区域に関する説明会」開催
浸水警戒区域（素案）内の地区居住者を対象として実施

H28.11.26～12.17：浸水警戒区域と支援制度に関する意見調査
浸水警戒区域内の居住者および地権者に意見調査を実施

H28.12.3～4：浸水警戒区域と支援制度に関する個別説明会
各世帯に個別に説明する場として、浸水警戒区域（素案）内の地区居住者および
地権者を対象に個別説明会を実施
(12.20：村居田区非居住の土地所有者（8名）に資料送付）

H29.1.22：浸水警戒区域指定の承認
平成28年度村居田区定期総会において、議案第3号浸水警戒区域の指定につい
て提案通り承認された。

米原市村居田区における浸水警戒区域に関する取組経緯
【村居田区WGの経緯】
H22.12：「米原市村居田地区水害に強い地域づくり住民WG」開始
H24.3 ：水害に強い地域づくり計画を取りまとめ、一旦住民WGを終了
H26.7～H28.3

流域治水条例施行に伴い住民WGを再開、図上訓練や避難カード、家屋測量
等の取組を実施

H28.3 ：「米原市村居田地区水害に強い地域づくり計画（そなえる編）」（原案）を取りま
とめ、湖北圏域水害に強い地域づくり協議会に報告

【平成28年度の取組経緯】
浸水警戒区域に関する取組（とどめる対策）を中心に行った。

【浸水警戒区域（案）と地先の安全度マップ
最大浸水深図（1/200）の重ね合わせ】

■浸水警戒区域指定による規制と助成

項目 内容

規制 ・住宅等の新築・改築における避難空間の確保

・木造家屋における浮き上がり防止対策の実施

助成 ・避難空間確保等に係る費用の一部助成

9/4 説明会

今後の予定（案）

時期 手続き

平成29年3月 浸水警戒区域の指定に関する縦覧

平成29年4月 米原市長への意見照会

流域治水審議会での調査審議

平成29年5月下旬 米原市村居田区 浸水警戒区域 告示
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12/3～4 個別説明会



開催日 会議名 内容

H28.7.23 第9回村居田地区WG そなえる対策に関する協議、避難カード更新

避難カード分析、水害に強い地域づくり計画（素案）作成

H29.2.8 － 水害に強い地域づくり計画（素案）に関する意見交換

避難カードの更新
【避難カード様式の改良】
・支援が必要な人の入力追加
⇒支援を期待する相手を調査
・支援可能かどうか入力欄追加
⇒支援に協力できる人を調査
⇒気にかけている人を調査
【避難カードの記入依頼】
・村居田区居住者にて記入
⇒電子化・清書し、回答者に返却

平成29年度の取組(案)
・避難カードの更新を毎年実施

平成29年度の取組(案)
・「計画（素案）」の内容につい
て検討
・助け合いの仕組の検討

観測結果

水害に強い地域づくり計画(素案)

３．水害に強い地域づくり計画WG／（１）米原市村居田地区WG／水害に強い地域づくり計画(素案)作成

避難カードの改良箇所

避難カードの分析
【要支援者・支援可能者】
・支援が必要な人、支援可能な人
を突き合せて「ゆるい結びつき」を
整理
⇒今後の避難者支援に活用
【データ分析】
・村居田区居住者の年齢構成
⇒70歳以上が約20％
⇒10歳未満が約10%
・避難に対する意識
⇒大雨が降っているときは、約
80％の人が屋内避難を選択

避難カード分析結果

年齢構成
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水害に強い地域づくり
計画(素案)作成

平成27年度に作成した「原案」に、
とどめる対策を加えた。
【構成】
・全戸配布用の本編と、個人情
報を含む保管資料に分冊
⇒保管資料は適切に管理すると
ともに、避難支援に活用
【本編の記載内容】
・計画策定の必要性
・避難の考え方
・安全な住まい方
・今後の課題



今後の取組（案）

開催日 会議名等 内容

H28.8.19 中野町（老人会） 中野町水害に関する出前講座の実施

H28.9.30 － 湖北圏域河川整備計画認可

H28.10.4 虎姫地区自治会 水害に強い地域づくりの取組打診

H28.10.10 大道芸フェスタin虎御前 虎姫地区自治会、長浜市、滋賀県共同でブース出展

H28.11.23 虎姫地区自治会 河川整備に関する自治会長への説明

H28.12.3 出前講座 宮部町水害に関する出前講座実施

H28.12.10 虎姫地区自治会 河川整備に関する住民説明会

H28.12.6,8 出前講座 虎姫小学校：水害に関する出前講座

３．水害に強い地域づくり計画WG／（２）長浜市虎姫地区WG

～地域特性～ 虎姫地区は姉川と高時川に囲まれた地域であり、地先の安全度マップでは3m以上浸水するエリアが広範囲に広がる。

虎姫地区自治会へ説明会開催
・水害に強い地域づくりの取組を進めていくことを各自治会に対して説明
⇒「虎姫地区水害に強い地域づくり住民WG」の必要性を共有
⇒まずは、出前講座等で水害リスク周知・避難方法等の検討を実施

大道芸フェスタin虎御前
・自治会、長浜市、滋賀県共同で水害関連パネルを出展
⇒防災に関連のないイベントではあるが子供連れの親子参加が多く、子供たちを通じて
親世代に伝わることを確認。防災意識啓発の活動の一環として今後も継続実施

虎姫小学校出前講座
・虎姫の人たちが、これまで姉川、高時川、田川とうまく付き
合いながら生活してきたということを、座学、フィールドワーク
を通して気付いてもらう。
⇒「大道芸フェスタ」との相乗効果が大きい。
⇒「ちっすい君」大人気!!

［ちっすい君］

大道芸フェスタ、虎姫小学校出前講座の様子
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～平成28年度のおもな取組～
・H28年9月30日には湖北圏域河川整備計画が認可され、河川整備計画に基づくハード対策と水
害に強い地域づくりの取組であるソフト対策に関する説明会を開催した。

・昨年に引き続き、「虎姫大道芸フェスタ」に虎姫連合自治会・長浜市・滋賀県で協力してブースを出
展し、水害リスクの周知と住民との意見交換を図った。

・今年度から虎姫小学校の4年生を対象とした水害出前講座およびフィールドワークを開催し、水害
に関する啓発活動に力を入れた。

～これまでのおもな取組～
H19：広域的な氾濫現象把握、避難所過不足調査
H20：避難所応援協定検証、広域情報伝達訓練等
H21：災害図上訓練
H22：滋賀県・NEXCO 包括的連携協定締結
H23：第1回 虎姫地区WG、大井町図上訓練
H24：大井町総合防災訓練
H26～H27

流域治水条例説明会、WG進め方協議、出前講座等



長浜市馬上地区
【水害履歴調査の結果報告会（H28.4.16）】

・平成27年度に実施した水害履歴調査の取りまとめ結果を報告

【水害に関する出前講座（H28.10.10）】

・降雨規模1/200の大雨での水害リスクのある馬上地区で実施

⇒「こんなに浸かるのか・・」との反応もあり、水害リスクについて参
加者に伝わった。

⇒図上訓練へステップアップし、防災意識の向上に努める。

長浜市石道地区
【水害履歴調査（H28.8.30）】

・立命館大学 防災まちづくり研究室と共同で調査を実施

【水害に関する出前講座（H28.9.23）】

・降雨規模1/200の大雨での水害リスクのある石道地区で実施

⇒参加者から、高時川、瀬谷川に関する意見や質問を受けた。

⇒図上訓練へステップアップし、防災意識の向上に努める。

３．水害に強い地域づくり計画WG／（３）長浜市馬上地区、（４）長浜市石道地区

水害履歴マップ

４．土砂災害に強い地域づくり：出前講座の開催

開催日 会議名 内容
H28.6.5 出前講座 米原市日光寺：土砂災害防災訓練の一環として砂防出前講座を実施
H28.12.13 出前講座 長浜市立塩津小学校：小学5年生を対象に砂防出前講座を実施

馬上地区出前講座の様子

石道地区水害履歴調査の様子

平成29年度の取組(案)
・避難計画策定に向けて図上訓練、まちあるき等の実施
・安全な住まい方の検討のため、家屋測量の実施など。

出前講座の様子

地域 平成28年度の指定個所数
（予定）

平成２８年度末の指定率
（予定）

残り指定箇
所数

長浜土木事務所管内 ３０箇所 387箇所/415箇所→93% ２８箇所
木之本支所管内 ２５箇所 510箇所/548箇所→93% ３８箇所

土砂災害
警戒区域
の指定状況

出前講座
の実施状況

※平成30年度指定完了を目指す。 8



5．長浜市・米原市における地域防災力向上の取組／（１）長浜市

9

項目 内容 項目 内容

①防災訓練 10/16 総合防災訓練、11/20 原子力防災訓練 ④防災出前講座 85団体で前講座を実施

②避難所整備 指定避難所の資機材整備･備蓄品購入(15避難所) ⑤自主防災組織育成 107自治会に補助金を交付

③災害図上訓練 6連合51自治会で実施 ⑥米川水防対策 米川のデータ回収とマニュアル改良

平成28年度の取組

平成29年度の重点項目

【①同報系防災行政無線整備】
・平成27年度に移動系防災行政無線を更新整備
⇒同報系防災行政無線を、デジタル放送やFOMA帯電波、ケーブルテレビ網
等と連携した災害時情報伝達システムとして再構築

【②資機材整備、備蓄品購入】
・指定避難所に資機材・備蓄品を３箇年計画で整備中
⇒計画の最終年度として、残る16校に整備実施

【③災害図上訓練】
・地域防災力の強化を推進
⇒3連合自治会75自治会で実施

【④総合防災マップ】
⇒長浜市防災総合マップを改定し全戸配布。Web版防災総合マップを作成

【⑥米川水防対策】
・長浜市街地を貫流する米川について、長浜土木事務所(河川管理者)と共同で
雨量や水位のデータ解析、水位上昇の要因分析等を行い、行動マニュアル
（案）作成と水位予測モデル構築を実施済み。
⇒水位データの収集・分析を継続し、行動マニュアルの改良検討を実施

【①総合防災訓練および原子力防災訓練】
・関係機関および市民が取るべき措置の実践と災害応急対
策の習熟、関係機関相互の協力連携対策の確立をめざす。
⇒10/16に総合防災訓練を実施
・原子力災害時における市民および関係機関、原子力事業
者がとるべき措置の実践と防災行動力の向上、原子力防災
意識の高揚を図る。
⇒11/20に原子力防災訓練を実施

【②資機材整備、備蓄品購入】
・発災初期における円滑な避難所運営が図れるよう、指定
避難所に資機材・備蓄品を整備する（３箇年計画）。
⇒本年度は、小中学校15校に整備

【③災害図上訓練】
・地域の状況や特性に応じた「地区別防災マップ」や「地区
別避難計画」を作成し、自助・共助・公助の協働による災害
時応急体制の確立により地域防災力の強化を図る（平成
24年度より実施、自治会数426）。
⇒6連合で51自治会に対して訓練を実施。累計277自治
会。

【④防災出前講座】
・防災に関する理解と関心を深め、防災意識の高揚と地域
防災力の向上をめざす。
⇒85団体で実施。新たな取組として、実避難所での出来事
等をゲーム形式で模擬体験。

【⑤自主防災組織育成補助】
・地域住民による自主防災組織の育成および防災意識の
高揚を図るため、自治会等の災害時応急資機材購入、備
蓄食料品購入、避難啓発、防災訓練実施にかかる費用の
一部を補助。
⇒107自治会に補助金交付

防災備蓄倉庫

災害図上訓練の様子

総合防災訓練の様子



5．長浜市・米原市における地域防災力向上の取組／（２）米原市

項目 内容 項目 内容

消防団員任命 4/1 女性消防団員任命 施設整備 防災行政無線の再構築、防災アプリ等の開発
防災訓練 10/19 総合防災訓練、6月 日光寺区地震・土砂災害訓練 自主防災組織育成 出張・趣旨説明実施、地域防災リーダ研究開催
防災出前講座 防災講演会１回、出前講座14回 村居田区水防対策 出川のデータ回収と避難判断指標作成

平成28年度の取組

【①防災講演会や出前講座を通じた防災意識啓発】
・防災講演会や出前講座等を通じ、防災意識の向上や避難行動要支援者の避難支援体
制づくりを実施
⇒防災講演会１回、出前講座14回（実施予定分含む）

【②女性消防班の編成】
・女性の持つソフトな面をいかして、住宅用火災警報器の普及促進、一人暮らしの高齢者宅
の防火訪問、住民に対する防災教育及び応急手当の普及指導等を促進する。
⇒本年度女性消防班を組織し、10名を採用。今年度は主に各種研修に従事。次年度から
の防火啓発活動に向け知識・技能取得に努めてもらう。

【③総合防災訓練】
・関係機関および市民がとるべき措置の実践と災害応急対策の習熟、関係機関相互の協力
連携対策の確立をめざす。
⇒本年度はより実践的な取り組みとして、総合防災訓練を平日昼間（10/19（水））に
開催。限られた人員での情報収集や避難行動を確認。

【④防災行政無線の更新】
・平成28年度、29年度の２か年かけて、新たに携帯電話通信網を利用した防災情報伝達
システムを導入決定。
⇒H28年度はシステム構築や防災アプリ等の開発を実施。29年度は屋外スピーカー設置工
事および防災アプリの運用を開始予定

【⑤土砂災害を想定した避難訓練】
・地震による土砂災害を想定した避難訓練を日光寺自治会と連携・実施
⇒車椅子の方にも参加いただき、実践的な訓練を実施

【⑥自主防災会の整備促進】
・市内24自治会のうち、19自治会で自主防災組織を編成
⇒未編成5自治会に対し、早期設立に向けて出張・趣旨説明を実施
⇒地域防災リーダー研修を実施。自主防災組織78人、消防団員68人参加

平成29年度の取組（案）
各種の取組を継続実施

女性消防団員の活躍

総合防災訓練の様子
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6．水防災意識社会実現に向けた取組方針の検討

●トップセミナーの開催
各圏域単位で首長、土木事務所長（河川管理者）、その他関係機関により「トップセミ
ナー」として毎年開催することを決める。ホットライン等の取組について共有・確認(H29.6）

H29.6湖北圏域でトップセミナー

H29.6～ 各圏域水害協 担当者会議
「湖北圏域の取組方針」の検討

H30.3各圏域水害協

湖北圏域での取り組みスケジュール

※「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組を「湖北圏域水害・土砂災害に強い地域づくり協議会」の枠組を利用して進めていくにあたり、協議会構成員や規約等の改正を合わせて行う予定です。

氾濫することを前提として社会全体で常に洪水にそなえる「水防災意識社会」の再構築を目的に、都道府県、市町村、水防管理
団体および当該河川の河川管理者等からなる協議会等を設置して減災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、
総合的、計画的に進める。

取組のスケジュール

協議会の進め方（国交省通達より）
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湖北圏域での取組

「水防災意識社会 再構築ビジョン」の対策の基本方針

「水防災意識社会 再構築ビジョン」の都道府県等管理河川での取組の進め方

出典：中小河川等における水防災意識社会の再構築のあり方について（答申）

●取組方針策定
湖北圏域水害・土砂災害に強い地域づくり協議会を活用して作成、フォローアップする。
（H30.3目途）



湖北圏域圏域位置図（対象河川および整備区間）

参考資料：湖北圏域河川整備計画の策定と水防法等の改正について

湖北圏域河川整備計画は平成28年9月30日に認可された。
湖北圏域河川整備計画には計画的に河川の整備を図る区間として、下図に示す
“整備実施区間”、“調査検討区間”、“整備時期検討区間”を設定し、整備を
推進する。なお、これらの区間は、平成22年1月に公表した「滋賀県の河川整備
方針」に基づき、優先的に整備する河川のランク付け（滋賀県中長期整備実施河
川の検討）の結果を踏まえて設定しているとともに、田川については浸水リスク
を考慮し新たに計画対象河川として位置付けている。

湖北圏域河川整備計画の策定 水防法等の一部を改正する法律案
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※ 2/10閣議決定、記者発表資料


